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論文内容の要旨
(M.Q) を局所共形シンプレクティック多様体とする、即ち dQ= ω 八 Q を満たす閉 1 -形式が存在する。任意の
fEC∞ (M) に対し i(あ) Q =df-flωでfのハミルトン・ベクトル場を定義する。リ一群 G が M に Q を保つように作用
しているとする。更にこの作用はハミルトン的であると仮定する。即ち任意の ξEg に対し或る函数μfで E の M上
に定めるベクトル場 fMと μEの定めるハミルトン・ベクトル場 XμEが一致すると仮定する。このとき局所共形シン
プレクティック多様体に対する運動量写像 μ :M→fを< f ， μ (x))= μ Cx) ，xEMで定義する。このとき、局所共形
シンプレクティック多様体に対する簡約定理、 μ-l(O)/G 上には自然に局所共形シンプレクティック構造Q。で π 3' Q 。




リ一群の作用で保たれる、大域的シンプレクティック構造に対しては Marsden-W einstein の簡約定理により、シ
ンプレクティック商が自然に構成され この商については、モジュライ理論で重要な役割を演じるのみならず、例え
ばトーラス群の作用の場合は Duistermaat-Heckman の定理のような興味深い結果が成り立つことが知られているo
野田君は、 Marsden-Weinstein と同様の簡約定理が、より一般的に、局所共形の意味でシンプレクティックな構造
についても成立することを見い出した。
この彼の研究によって、局所共形の意味でシンプレクティックな構造に対しても、リ一群の作用に対する「局所共
形シンプレクティック商」が具体的に構成され、さらにその応用として、非ケーラー多様体の例が色々と構成出来る
ことが分るに至った。こうしたことから、彼の研究は、この方向の研究に大きな貢献をしたと評価でき、博士(理学)
の学位論文として十分価値のあるものと認める o
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